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もに増加し、特定方向に高い曲げ強度 (1600 MPa) と破壊靭性 (12 MPa ・m1/2 ) を同時に実現できることを示した。
ここで得られた強度と靭性は、従来のプロセス技術では同時には達成できなかった世界最高レベルのものであり、
本系セラミックスの更なる実用に道を開いた。
(4) 超塑性変形後の強異方性組織をもっ窒化ケイ素中に生じる特異な形状のビッカースクラックについて報告した。
このような特異形状クラックはこれまでにほとんど報告されておらず、異方性組織をもっ窒化ケイ素の破壊機構を
研究するうえで、重要な手がかりとなるものである。
(5) 窒化ケイ素の鍛造型成形をおこなって、成形と配向組織の形成を同じに行うことができることを明確にし、ニア
ネットシェイプへの成形と配向組織による材料特性向上の同時実現の可能性を示した。
以上のように、本論文は、窒化ケイ素の超塑性変形に関して、従来知られていなかった様々な現象や諸特性、すな
わち、超塑性の変形機構、変形により生じる配向組織の形成過程、配向組織をもっ窒化ケイ素の機械的性質について
初めて明確にしている。これらの研究成果は、材料の超塑性変形機構の解明および新しい視点、での高強度・高靭性材
料の開発指針の確立に関し、多くの有益な知見を含んでおり、材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
-573-
